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税金などの収入で市民生活や教育、福祉
などの基本的な事業を行う会計です。 

（単位：億円） 
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料金や保険料などの収入で特定の事業
を行う場合などに設ける会計です。 

民間企業と同じように、独立採算性を
原則としている会計です。 

79億8,572万円

公設地方卸売市場事業

土地取得事業

国民健康保険

介護保険

4,350万円

霊園事業

13億3,086万円

後期高齢者医療

3,034万円

54億7,517万円

11億147万円

73億7,113万円病院事業

下水道事業 46億4,947万円

水道事業 32億6,644万円

使用料及び手数料 10.7 



　食費 ６万9千円 　給料 １５万７千円
　　（人件費） 　　（市税）

　光熱水費・電話代 ６万3千円 　諸手当 １１万４千円
　　（物件費） 　　（国・道支出金）

　医療費 ９万８千円 　家族からの仕送り １０万３千円
　　（扶助費） 　　（地方交付税、交付金、譲与税）

　仕送り・小遣い ９万６千円 　同居家族からの収入 １万４千円
　　（補助費等、投資・出資、繰出金、貸付金） 　　（使用料及び手数料、分担金及び負担金）

　貯金の積み立て ３万円 　財産の運用による収入 ７千円
　　（積立金） 　　（財産収入）

　家の改修、家電の購入 ７万円 　貯金の活用 ２万６千円
　　（維持補修費、投資的経費） 　　（繰入金、繰越金）

　ローンの返済（元利） ３万６千円 　親類からの返済金など １万１千円
　　（公債費） 　　（諸収入）

　新たなローン借入 　３万円
４６万２千円 　　（市債）

４６万２千円

支　出 収　入
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病気予防、ごみ処理 
などの保健衛生の 
ために ２万１千円 

商工業、農業などの 
産業振興のために 
 １万９千円 

消防や救急の 
ために １万円 

千歳市の一般会計予算を目的別に、 
市民１人あたりの金額に置き換えると･･･？ 

※千歳市の借金残高（約３６3億円）を市民１人あたりに換算すると、３7万3千円になります。 

 
（令和元年度一般会計予算を、令和元年７月１日現在の人口97,２８２人で割ったもの。） 
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１人あたり  

市民１人あたりの金額を性質別に、 
家計簿に置き換えると･･･？ 

千 歳 市 の 家 計 簿 



　　地域の方々が、安心・安全に暮らし、地域で助け 　　本年１０月から幼児教育・保育の無償化が実施さ

　合い、支え合いながら住み続けるまち、福祉のまち 　れ、私学助成の幼稚園や保育の必要性がある場合の

　づくりを進めるため、第４期地域福祉計画を策定し 　認可外保育施設などの利用に対する保育料が無料と

　ます。 　なります。

　　このため、これらの施設に対して新たに「子育て

　のための施設等利用給付事業負担金」を給付します。

　　千歳市高齢者保健福祉計画・第７期千歳市介護保 　　東京圏から当市への移住を促進し、定住人口の増

　険事業計画に基づき、地域密着型サービスの整備を 　加や労働の担い手確保等を進めるため、「わくわく

　進めるため、（介護予防）認知症対応型共同生活介 　地方生活実現政策パッケージ補助金」を新たに創設

　護及び（介護予防）小規模多機能型居宅介護の施設 　します。

　整備に対して補助金を交付します。

　　高齢者施設等の利用者の安全・安心を確保するた 　　福祉バスの運行により、高齢者や障がいのある方

　め、施設が行う非常用自家発電機の整備に対し補助 　の研修やレクリエーション、福祉関係行事への参加

　金を交付します。 　など活動機会のサポートや福祉関係団体等の活動を

　支援しています。

　　福祉バスの安全で安定的な運行を確保するため、

　老朽化しているバス車両を更新します。

（他の主な実施事業）

・休日夜間急病センター運営事業費 ・予防接種推進事業費

・自立支援給付事業費

・こども食堂応援事業費

・コミュニティ助成事業費　など

１.あったかみのある地域福祉のまち

492万5千円（新規）地域福祉計画策定業務経費

介護サービス提供基盤等整備事業費 1億7,120万円（新規） 500万円（新規）地方生活実現政策パッケージ推進事業費

先進的事業支援事業費 3,885万7千円（新規）

子育てのための施設等利用給付事業費 7,102万8千円（新規）

福祉バス更新事業費 5,188万1千円（新規）

　・救急医療運営事業費

　・特定教育・保育施設給付事業費 ・障害児保育事業費

・妊産婦乳幼児委託健康診査事業費 ・高齢者運転免許自主返納サポート制度事業費

　・成年後見制度利用支援事業費

　・総合福祉センターソフトマット設置経費

　・総合福祉センタートイレ改修事業費

・地域型保育施設給付事業費

　・地域生活支援事業費

・町内会育成事業費

・児童扶養手当給付事業費

・認定こども園事業費

・支笏湖市民センター玄関等改修経費

　・学童クラブ事業費

・高齢者・障害者福祉サービス利用券助成事業費

・児童手当給付事業費　・障害児給付事業費

・総合福祉センター空調設備等更新事業費 ・総合福祉センターインターホン設備更新事業費

　・生活保護事業費



　　環境と社会の健全な関係を築きあげ、良好な関係 　　町内会等が設置する防犯灯について、長寿命かつ

　を次世代に引き継いでいくため、千歳市環境基本計 　エネルギー効率に優れたＬＥＤ灯の普及・促進を図

　画（第３次）を策定します。 　るため、防犯灯のＬＥＤ化更新費用の一部を補助し

　ます。

（他の主な実施事業）

　・環境監視事業費 ・ごみ減量・リサイクル化啓発事業費 ・資源回収事業費

・環境センター管理運営業務経費 ・自然環境保全事業費

　・廃棄物処理施設改良事業費 ・焼却処理施設クレーン整備事業費

　・葬斎場改修事業費　など

　　平成２７年度に作成以降、危険箇所や指定避難所 　　交通公園の利用者の利便性を向上するため、樹木

　の見直し、各種ハザードマップの整理など、内容に 　伐採、照明灯撤去、園路舗装などの再整備を行いま

　変更が生じているため、新たに防災ハンドブックを 　す。

　作成し全戸に配布します。

　　災害時に備え、指定避難所及び福祉避難所に非常 　　停電時に消防各施設が災害対応拠点として安定的

　用発電機、投光器、コードリール等の物品を整備し 　に活動できるよう、非常用自家発電設備の電力供給

　ます。 　範囲を拡大するため施設改修を行います。

（他の主な実施事業）

　・災害応急対策用品等整備事業費 ・避難用車両等整備事業費 ・交通安全指導員配置経費

　・消火栓更新事業費 ・共同受信施設設置事業費

　・消防庁舎空調設備整備事業費 ・防雪柵整備事業費

　・市営住宅営繕業務経費

防犯灯ＬＥＤ化促進事業費環境基本計画策定業務経費

２.人と地球にやさしい環境のまち

３.安全で安心して暮らせるまち

2,809万1千円

・環境保全測定機器整備事業費

596万7千円（新規）

523万5千円（新規）

　・道央廃棄物処理組合焼却施設建設事業費

防災ハンドブック作成事業費 交通安全教育施設再整備事業費 1,960万円

・Ｃ経路舗装補修事業費

・地域防災計画業務経費

・消防備品等整備事業費　・防災学習交流施設維持管理業務経費

消防庁舎自家発電設備改修事業費

　・除排雪事業費 ・公営住宅等長寿命化型改善等事業費

・交通安全教育施設再整備事業費

3,176万円（新規） 333万円2千円（新規）避難所非常用発電機等整備事業費

・スタッドレスタイヤ対策事業費

・防災行政無線デジタル化整備事業費　など



　　北陽小学校は、校区内の人口が伸びており、今後 　　温水プールは、開設から２０年が経過しており、

　も長期間過大規模校の状況が続く見込みであること 　老朽化が進んでいることから利用環境の改善を図る

　から、教育環境の改善を図るため、分離新設校を建 　ため改修します。

　設します。

　　公立千歳科学技術大学に対し、運営に必要な費用 　　赤ちゃん（４か月検診時）に絵本の読み聞かせや

　から授業料など自己収入を差し引いた収支不足相当 　絵本を提供（２冊）することにより、本を通じたふ

　額を運営費交付金として交付します。 　れあいのきっかけを創出するとともに、五感の刺激

　　また、施設設備の整備・更新に要する資金として、 　を楽しめる時期から読書習慣を促し、本に親しむき

　今年度の減価償却額相当額と大学から寄附を受ける 　っかけづくりを提供します。

　現金を基金に積み立てます。

（他の主な実施事業）

・小中学校ピアノ更新整備事業費

　・給食用牛乳保冷庫整備事業費 ・給食衛生設備整備事業費

　・北斗プール改修事業費 ・向陽台プール改修事業費

　

　　インバウンドを中心とした観光客の商店街等への 　　本年１０月に実施予定の消費税・地方消費税の引

　回遊を促し中心市街地の活性化を図るため、商店街 　き上げにあたり、市と商工会議所が連携し、低所得

　等ライトアップ事業、デジタルサイネージによる情 　者や子育て世代を対象としたプレミアム付商品券を

　報発信、多言語メニューの普及啓発などを実施しま 　発行します。

　す。

　　交流人口の拡大や市内観光施設等の回遊性の向上 　　美笛キャンプ場の発電機は、設置後２０年が経過

　を目指し、千歳にゆかりのある著名人を活用した観 　し、老朽化が進んでいることから、安定した電力を

　光プロモーションを展開します。 　確保するため更新します。

　

（他の主な実施事業）

　・経営安定化対策事業費 ・多面的機能支払事業費

・企業誘致推進事業費

　・立地企業振興事業費

・観光ＰＲ事業

・2020東京オリンピック等大会直前合宿誘致促進事業費 ・外国人旅行者誘客事業費　など

・公立大学法人施設整備事業費

・青空公園サッカー場改修事業費

2,813万9千円（新規）

　・森林整備事業費 ・支笏湖ヒメマスふ化場附帯施設整備事業費

2,369万7千円（新規）

５.活力ある産業拠点のまち

　・道立高等支援学校改修事業費

・市民文化センター施設更新事業費　など

1億4,412万7千円（新規）

美笛キャンプ場発電機更新事業費525万9千円（新規）千歳市観光ＰＲ大使等活動事業費

プレミアム付商品券発行事業費商店街観光消費促進事業費

４.学びの意欲と豊かな心を育む教育文化のまち

ブックスタート事業費

7億365万1千円（新規）北陽小学校分離校建設事業費 1億68万8千円（新規）

213万5千円（新規）公立大学法人運営事業費 27億2,478万8千円（新規）

温水プール改修事業費



　　都市づくりの課題を解消しつつ、千歳市の総合計 　　青葉公園に園名板及び案内板を設置するとともに、

　画が目指す将来都市像の実現に向けた都市計画の基 　老朽化した主園路沿いの施設を更新します。

　本的な方針を明らかにするため、千歳市第３期都市

　計画マスタープランを策定します。

（他の主な実施事業）

　・バス路線確保対策補助事業費 ・道路維持管理業務経費

　・公共施設整備基金積立金 ・市内公園整備事業費 ・林東公園整備事業費　など

　　第２庁舎建設及び本庁舎耐震改修工事に関連する 　　千歳市についての理解と関心を深めてもらうため、

　附帯業務として、市民庭園の整備、本庁舎耐震改修 　市の概要について紹介する写真誌を作成し、企業へ

　に関わる備品購入等を実施します。 　のＰＲ、国際交流、観光ＰＲ、視察対応時等に配付

　します。

（他の主な実施事業）

　・市民協働推進事業費

　・長期総合計画策定業務経費

　

・市道整備事業費

・長都駅前広場再整備事業費 ・新千歳空港整備事業費

青葉公園整備事業費 4,500万円（新規）539万7千円（新規）

６.都市機能が充実したまち

都市計画マスタープラン策定業務経費

　・橋梁長寿命化対策事業費

　・公園緑地維持管理経費 ・千歳駅周辺交通バリアフリー地区整備事業費 ・道路施設修繕事業費

・市役所本庁舎改修事業費

・議場設備更新事業費　など

149万6千円（新規）市役所本庁舎改修等附帯事業費 1億97万1千円（新規） 写真誌ちとせ作成事業費

７.市民協働による自主自立の行政経営

・窓口業務等委託経費

・ふるさと納税推進事業費

 千歳市の財政に関するお問い合わせは・・・ 
 
   千歳市総務部財政課  Tel ：0123-24-0541(直通) 
              Mail：zaisei@city.chitose.lg.jp  


